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市
民
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
へ

総
事
業
費
1
2
億
円
で
6
3
年
完
成
予
定

　
本
市
初
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
体
育
館
。
宇
治
市
黄
槃
公

園
体
育
館
”
の
起
工
式
が
二
月
二
十
三
日
、
五
ケ
庄
三
番

割
の
建
設
予
定
地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
黄
槃
公
園
体
育
館

は
、
市
民
が
気
軽
に
利
用
出
来
ぢ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
体
育

館
と
し
て
、
ま
た
グ
リ
ー
ン
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
パ
ー
ク
（
健

康
運
動
公
園
）
の
中
心
的
な
施
設
と
し
て
、
大
き
な
期
待

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
完
成
は
六
十
三
年
の
予
定
で
す
。

り
ま
し
た
。

　
黄
聚
公
園
体
育
館
は
、
五
ケ
庄

三
番
割
の
市
立
黄
聚
公
園
内
に
建

設
。
地
上
四
階
建
て
で
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
り
、
一
部
鉄
骨
造
り

で
建
築
面
積
は
二
千
七
百
六
十
四

平
方
メ
ー
・
ト
ル
。
延
べ
床
面
積
は

四
千
四
百
九
十
平
方
メ
ー
ト
ル
で

す
。

　
本
市
で
も
、
ふ
『
後
高
齢
化
社
会

か
迎
え
る
中
、
市
民
が
健
康
運
動

の
場
と
し
て
気
軽
に
利
用
出
来
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
体
育
館
、
ま
た
、

グ
リ
ー
ン
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
パ
ー
ク

　
（
健
康
運
動
公
園
）
の
中
心
的
な

施
設
と
し
て
、
黄
奘
公
園
体
育
館

は
市
民
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
中
核
施

設
と
な
り
康
ｙ
。

黄桑公園体育館の主要配置図

２
月
2
3
日

起
工
式

　
総
事
業
費
は
約
十
二
億
円
で
、

来
年
の
京
都
国
体
ま
で
に
完
成
を

目
指
し
て
い
ま
ず
。

　
幼
児
コ
ー
ナ
ー
や

　
　
　
　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
も

　
各
階
の
配
置
は
、
左
図
の
通
り

で
す
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ー
体
育
館
・
日

常
的
な
ふ
れ
あ
い
の
場
と
し
て
、

一
階
に
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ー

ー
ナ
・
体
力
テ
ス
ト
室
・
幼
児
コ

ー
才
・
’
・
健
康
相
談
室
・
医
務
室

な
ど
蔵
二
階
に
は
、
事
務
室
・

心
一
議
室
・
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

室
な
ど
盈
翻
え
て
い
毒
了
。

　
三
・
四
階
に
は
、
多
目
的
ア
リ

ー
ナ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
・
ラ
ウ

ン
ジ
・
観
覧
席
・
ラ
ン
ニ
ン
グ
デ

ッ
キ
な
ど
を
備
え
て
い
ま
す
。
多

目
的
ア
リ
ー
ナ
は
、
公
式
競
技
に

も
利
用
出
来
る
磐
尿
育
館
と
し

て
の
機
能
も
併
せ
も
っ
た
施
設
と

な
り
‘
手
。

　
ま
た
、
障
害
児
（
者
）
な
十
分

活
用
出
来
る
よ
ラ
身
障
者
仕
様
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
・
段
差
の
な
い
出
入

口
・
車
い
す
専
用
便
所
・
点
字
表

示
な
芦
派
完
備
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
都
市
計
回
課
）

１階

２階

63年度完成へ全力

宇治市長池本正夫

　
宇
治
市
黄
檗
公
園
体
育
館
建

設
の
起
工
式
か
迎
え
ま
し
た
こ

と
は
、
こ
の
上
な
い
喜
び
で
す
。

　
近
年
、
人
口
の
高
齢
化
、
余

暇
の
増
加
に
伴
い
、
健
康
運
動

へ
の
関
心
が
高
ま
り
、
多
目
的

に
利
用
出
来
る
広
場
や
体
育
館

な
ど
の
施
設
整
備
が
求
め
β
れ

て
い
未
丁
。

　
来
年
は
、
国
体
が
開
催
さ
れ
、

そ
れ
に
向
つ
て
市
民
の
ス
ポ
ー

ツ
執
ｆ
磁
石
上
が
っ
て
い
未
了
。

本
体
育
館
の
完
成
で
。
幅
広
い

年
齢
層
が
健
康
の
維
持
増
進
を

図
り
、
市
民
の
健
辰
つ
く
り
の

拠
点
と
し
て
寄
与
す
る
も
の
と

確
信
し
康
ｙ
。

　
工
事
は
長
期
に
渡
り
求
め

で
、
地
元
の
皆
令
穿
ほ
じ
め
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
何
か
と
ご

迷
惑
を
お
掛
け
し
乖
ふ
、
黄

聚
公
園
体
育
館
の
六
十
三
年
度

完
成
に
向
け
て
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
毒
了
。

４階
　３階
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自
治
功
労
者
な
ど
表
彰

市
政
功
労
者
の
表
彰
式
（
３
月
１
日
）

　
三
月
一
日
は
、
三
土
ハ
回
目

の
市
制
施
行
記
念
日
で
す
。
本

市
は
昭
和
二
土
〈
年
に
誕
生
。

人
口
も
約
十
七
万
人
と
な
り
、

府
南
部
の
中
核
都
市
と
し
て
着

実
に
発
展
夕
遂
げ
て
い
未
了
。

　
こ
ラ
し
た
中
で
本
日
、
市
政

功
労
者
へ
の
表
彰
式
が
中
央
公

民
館
で
行
わ
れ
毒
了
。
今
回
、

表
彰
と
感
謝
状
舎
巧
ｙ
つ
れ
る

の
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。
（
敬

称
略
）
。

　
▽
自
治
功
労
者
＝
・
井
上
洛
Ｒ

中
谷
勝
、
渡
辺
敏
夫

　
▽
優
良
納
税
貯
蓄
組
合
長
・

組
合
・
・
・
植
村
房
夫
、
松
本
昂
一
、

桧
尾
納
税
貯
蓄
組
合

　
▽
永
年
勤
続
職
員
…
浅
岡
繁

次
郎
、
礒
江
久
子
、
一
井
由
加

里
、
稲
桝
豊
、
岩
滝
健
次
、
上

田
健
一
、
大
西
順
子
、
岡
田
隆
、

小
野
道
子
、
角
道
静
子
、
金
子
重

行
、
株
薮
代
志
子
、
紙
谷
章
子
、

亀
石
慶
嗣
、
神
田
英
郷
、
阪
部
正

夫
、
深
井
隆
寧
、
竹
内
節
子
、
武

田
義
和
、
中
谷
維
伸
、
中
村
泰

三
、
隋
村
道
孝
、
西
川
芳
子
、
西

川
和
一
、
西
村
淑
乃
、
林
利
喜
、

福
山
素
弘
、
房
岡
範
夫
、
堀
＃
ａ

一
、
前
川
四
十
男
、
村
路
伝
次
、

山
口
一
雄
、
渡
辺
再

　
〈
感
謝
状
贈
呈
者
〉

　
中
野
信
夫
ほ
か
二
十
五
名
。

　
　
　
　
　
　
　
（
秘
書
課
）

市
ス
ポ
ー
ツ
賞
の
表
彰

　
昭
和
六
十
一
年
宇
治
市
ス
ポ

ー
ツ
賞
の
表
彰
式
が
、
三
月
一

日
に
中
央
公
民
館
で
市
政
功
労

者
の
表
彰
と
併
せ
て
行
ｐ
れ
ま

す
。
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
は
、
そ
の

要
綱
に
屑
つ
き
、
体
育
・
ス
ポ
ー

ツ
の
振
興
に
杢
７
貢
献
し
た

人
や
団
体
に
疼
Ｋ
町
手
］
。

　
受
賞
者
は
、
次
の
皆
六
ん
で

す
（
敬
称
略
・
順
不
同
）
。

　
▽
優
秀
選
手
＝
・
・
泉
伊
佐
子

＝
全
国
高
校
混
成
競
技
選
壬
程

長
距
離
大
会
女
子
五
千
μ
二
位

・
大
島
隆
竹
＝
第
4
1
回
国
体
秋

季
大
会
陸
上
男
子
千
五
百
μ
優

勝
・
佐
藤
文
美
＝
第
3
4
回
全
日

本
実
業
団
対
抗
陸
上
選
壬
程
大

会
女
子
砲
丸
投
げ
二
位
・
塩
田

些
＝
第
4
1
回
国
体
秋
季
ｔ
ハ
心
一

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
成
年
男
于
個
人

優
勝
・
戸
田
潤
子
―
全
国
高
校

混
成
競
技
選
壬
程
長
距
離
大
会

女
子
五
千
μ
優
勝
・
早
狩
実
紀

‘
ｌ
第
1
7
回
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
膝
下
選
手
権
大
会
女
子
千

～
３
月
１
日
～

　
五
百
μ
優
勝
・
安
田
英
樹
＝
第

　
1
7
回
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

　
陸
上
選
手
権
石
組
字
砲
丸
投

　
げ
優
勝
・
山
本
祐
代
＝
第
4
1
回

　
国
体
秋
季
ｔ
ハ
会
陸
上
少
年
Ｂ
の

　
部
女
子
二
百
μ
二
位
。

　
　
▽
優
秀
団
体
・
…
宇
治
高
等

　
学
校
ソ
フ
ト
ポ
ー
ル
部
a
6
1
年

　
度
全
国
高
校
総
体
女
子
ソ
フ
ト

　
ボ
ー
ル
倦
勝
。

　
　
▽
功
労
者
…
・
伊
藤
浩
敬
＝

　
宇
治
高
等
学
校
の
ジ
フ
ト
ボ
ー

　
ル
部
監
督
と
し
て
優
秀
な
成
績

　
を
残
し
、
選
手
の
育
成
・
強
化
に

　
尽
力
・
井
上
陽
男
＝
市
体
育
指

　
導
委
員
と
し
て
体
育
振
興
全
一
、

　
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
の
組
織

　
化
な
ぺ
市
民
の
体
育
・
ス
ポ

　
ー
ツ
の
普
及
振
興
に
尽
力
・
岩

　
口
求
＝
市
体
育
指
導
委
員
と
し

　
て
市
軟
式
庭
球
協
会
の
発
展
・

　
充
実
に
寄
与
す
る
な
ど
、
市
民

　
の
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
振

　
興
に
尽
力
。

　
　
　
　
　
　
（
市
民
体
育
課
）
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今
か
ら
五
十
年
ほ
ど
前
ま
で
、

本
市
の
北
西
部
に
は
、
平
均
水

深
約
一
メ
ー
ト
ル
の
湖
が
広
が

っ
て
い
ま
し
た
。
周
囲
土
ハ
Ｊ

メ
ー
ト
ル
、
八
百
ヘ
ク
タ
ー
ル

に
も
及
ぶ
水
面
は
、
古
く
か
ら

「
お
ぐ
ら
い
け
（
巨
椋
池
）
」
と

し
た
人
々
の
話
か
ら
、
干
拓
前

の
様
子
を
振
り
返
っ
て
み
る
こ

と
に
し
ま
し
ょ
う
。

そ
の
実
（
種
子
）
は
、
子
芦
も
た

ち
の
お
や
っ
や
遊
び
道
具
に
な

た
、
太
く
て
長
い
蓮
根
も
取
れ

ま
し
た
。
掘
り
出
す
方
法
は
、

ま
さ
に
名
人
芸
。
足
で
探
り

あ
て
、
泥
の
中
に
潜
り
込
む
の

で
す
。
体
は
傷
だ
ら
け
に
な
っ

セ
ン
チ
も
あ
る
大
き
な
ガ
ラ
ス

貝
の
殼
は
、
枡
が
わ
り
に
も
用

い
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

　
淡
水
魚
の
棲
息
も
干
拓
直
前

の
推
定
で
、
そ
の
数
は
お
よ
そ

た
と
い
い
ま
Ｋ
　
　
四
十
種
。
巨
椋
池
は
長
年
の
土

渡
り
鳥
の
鴨
や
翻
に
代
表
さ
　
砂
の
堆
積
と
、
明
治
末
の
淀
川

れ
る
空
か
ら
の
来
訪
者
も
忘
れ

ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
ピ
ー
ク
時

巨
椋
池
の
漁
業

呼
ぼ
れ
、
人
々
の
生
活
と
深
く

結
び
つ
い
て
い
ま
し
た
。
　
　
　
り
ま
し
た
。
稲
の
作
い
Ｉ
が
す
む
　
に
は
空
か
真
っ
黒
に
。
陽
が

　
こ
の
巨
椋
池
は
ヽ
昭
和
八
年
　
こ
ろ
ヽ
今
度
は
蓼
最
盛
期
・
こ
　
沈
む
と
ハ
サ
に
か
け
た
稲
穂

　
（
一
九
三
三
）
か
ら
八
年
間
を

要
し
た
大
規
模
な
干
拓
事
業
に

よ
っ
て
、
長
い
池
の
歴
史
に
終

止
符
を
打
ち
ま
し
た
が
、
干
拓

田
に
は
今
も
当
時
の
面
影
を
見

る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　
今
回
は
、
池
の
周
辺
に
暮
ら

名作映画劇場

ミュージカル映

画「アニー」

れ
も
あ
ち
ら
こ
沁
ら
に
自
生
し
、
を
目
あ
て
に
降
り
て
ぐ
る
の
で

ト
ゲ
の
よ
ラ
な
尖
り
の
あ
る
実
　
す
か
ら
、
お
百
姓
さ
ん
達
に
と

は
塩
ゆ
で
に
す
る
だ
け
で
お
い

Ｌ
ｙ
、
「
食
べ
過
ぎ
る
と
親
の

死
に
目
に
あ
え
な
い
」
と
言
わ

れ
ま
し
た
。

　
　
「
ダ
イ
モ
ン
」
と
通
称
さ
れ

つ
て
は
た
ま
っ
た
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
さ
て
、
魚
貝
類
も
実
に
豊
富

で
し
た
。
シ
ジ
ミ
や
タ
ニ
シ
は

お
も
し
ろ
い
ほ
ど
取
れ
、
三
十

文
化
セ
ン
タ
ー
で
上
映

　
お
と
な
な
石
谷
も
楽
し
め
る

映
画
が
近
ぐ
で
上
映
さ
れ
た
ら
い

い
な
あ
に
卜
、
そ
ん
な
″
に
こ
た

　
３
月

1 4
日

え
て
中
央
公
民
館
で
は
、
名
作
映

国
劇
場
を
開
催
し
ま
す
。

　
ご
家
族
、
お
友
だ
ち
同
士
な
ぺ

改
修
な
ど
で
そ
の
水
質
浄
化
は

絶
望
的
で
し
た
が
、
そ
れ
で
も

（
そ
の

-

Ｗ

他
の
地
域
の
水
系
よ
り
も
多
数

の
魚
類
が
こ
こ
に
保
た
れ
て
い

ま
し
た
。

　
図
は
江
戸
時
代
中
ご
ろ
以
降
、

巨
椋
池
周
辺
の
田
畑
や
集
落
な

べ
人
々
に
よ
る
開
発
の
状
況

ｔ
ｙ
し
た
も
の
で
す
。

　
巨
椋
池
の
水
辺
の
植
物
や
魚

貝
類
は
、
周
辺
の
村
々
に
限
ら

多
数
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

　
▼
と
き
・
・
・
３
月
1
4
日
出
、
第
一

　
　
回
目
上
映
は
午
後
２
時
か
ら
、

　
　
第
二
回
目
上
映
は
午
後
６
時

　
　
か
ら
。

　
▼
と
こ
ろ
・
：
文
化
セ
ン
タ
ー
小

　
　
ホ
ー
ル
。

　
▼
入
場
整
理
券
・
：
３
月
２
日
囲

　
　
か
ら
市
内
各
公
民
館
で
お
渡

　
　
し
し
ま
す
。
入
場
は
無
料
。

　
▼
上
映
作
品
・
：
「
ア
ニ
ー
・
」
。

　
　
夢
み
る
勇
気
以
外
に
は
何
も

　
　
持
っ
て
い
な
い
少
女
と
、
何

　
　
で
も
持
っ
て
い
る
け
れ
ど
、

　
　
そ
れ
か
分
か
ち
合
え
る
相
手

　
　
の
い
な
い
お
と
な
の
ラ
プ
ス

　
　
ト
ー
リ
ー
。

　
▼
問
い
合
わ
せ
・
・
・
中
央
公
民
館

　
　
（
豊
⑩
1
4
1
1
）
へ
。

　
　
　
　
　
◇
　
　
◇

　
記
念
日
と
生
活
講
座

　
　
「
国
際
婦
人
デ
ー
」

　
時
代
の
流
れ
、
社
会
情
勢
の
変

化
と
と
も
に
、
社
会
、
政
治
、
経

済
、
文
化
牛
活
で
の
婦
人
の
役
割

が
大
■
W
j
v
な
っ
て
来
て
い
ま
す
。

　
家
族
、
特
に
子
μ
七
の
養
育
に

ず
、
広
く
「
自
然
の
恵
み
」
と

し
て
多
く
の
人
々
の
生
活
を
潤

し
て
い
た
の
で
す
。

た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
と
思
い

ま
す
。

　
人
々
が
積
極
的
に
働
藻
か
け

　
こ
’
ｙ
し
て
み
て
来
る
と
、
巨
　
て
、
そ
こ
に
生
活
の
糧
を
得
る
。

起
は
単
に
水
を
了
ル
す
る
　
巨
椋
池
は
宍
に
ヽ
器
の
水

容
器
で
も
な
ぐ
、
ま
た
名
月
を
　
を
湛
え
て
い
た
の
で
す
。

め
で
る
風
情
か
求
め
る
に
は
い

さ
さ
か
不
竪
口
な
池
で
あ
っ

宇治市少年少女合唱団

団員を募集
３月５日～7日

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
宇
治

市
少
年
少
女
合
唱
団
団
員
（
第

九
期
生
）
登
辱
集
し
ま
す
。
歌

に
情
熱
か
痔
つ
児
童
か
求
め
て

い
ま
す
。

　
▼
応
募
資
格
…
市
内
に
在
住

お
け
る
婦
人
の
役
割
に
つ
い
て
の

意
義
、
国
の
豊
か
な
発
展
と
世
界

の
福
祉
・
平
和
の
た
め
に
、
男
女

平
等
の
原
則
に
立
っ
て
、
国
際
婦

人
デ
ー
が
定
め
ら
れ
た
由
来
を
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

（
歴
史
資
料
館
）

　
し
6
2
年
ｔ
月
に
４
年
生
と

　
な
る
児
童

▼
活
動
・
：
無
早
迩
甘
午
後

　
か
ら
の
定
期
練
習
の
外
、

　
各
種
発
表
会
や
演
奏
会
へ

　
の
参
加
、
春
季
ハ
イ
キ
ン

　
グ
、
夏
期
合
宿
な
ど

▼
募
集
人
数
…
3
0
人
（
定
員

　
を
越
え
た
場
合
は
、
申
し

　
込
み
者
全
員
を
対
象
に
抽

　
選
）

▼
募
集
期
間
・
：
３
月
５
日
出

　
９
時
か
ｙ
日
出
正
午
ま

　
で

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
…
社
会
教
育
課
（
ａ
⑩
３

　
１
４
１
）
へ
直
接
。
電
話
・

　
郵
送
に
よ
る
受
け
付
け
は

　
し
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
（
社
会
教
育
課
）

い
未
了
。

　
▼
と
き
・
：
３
月
４
日
困
、
午
前

1
0
時
～
正
午
▼
と
こ
ろ
・
：
広
野
公

民
館
▼
講
師
・
：
武
庫
川
女
子
ｔ
ハ
学

助
教
授
、
小
松
満
貴
子
さ
ん
▼
参

加
・
：
当
日
直
接
会
場
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
（
広
野
公
民
館
）

４
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
表

ト
手
づ
く
り
コ
ー
ナ
で
楽
し
む
子
ど
も
た
ち

宇治公民館まつり日程表

＼ 月日 時　間 内　　　　　　　容

集
い
3/1
(日)
午前10時
～３時半

八木ルシアター、人形劇、合唱、体操、民謡、大極拳、
フォークダンス、社交ダンス

展

一ぶ

3/6
吻
午後１時
　～4時 絵画、園芸、アートフラワー、和紙豆人形、拓本、

水墨画,版画、手芸、学習記録、活動紹介など

<手づくりコーナー〉

版画づくり（7日のみ）,落書きコーナー

3/7
出
午前10時
　～4時

3/8
(日)
午後10時
- 3時半

ノく
ザ
　｜

3/7
出
午後２時
　～

公民館活動などでの手作り品
その外、多くの品物

模

擬

店

○おにぎりとみそ汁　250円（1日､午前11時～２時）
○カレーライス　　　200円（6日と8 日、午前11時～2時）

○抹茶と和菓子　　　200円（7日、午前11時- 4時）
○ちらし寿司　　　　200円(7 a.午前11時~ 2時）
○コーヒーコーナー（コーヒ、クッキー）100円(1日と6日-8日午前n時-4時）

※前売り券は、宇治公民館へ. 当日券（コーヒーコーナーは当日券のみ）もあります。

　
ｙ
日
程
・
内
容
・
・
・
右
表
Ｖ
と

こ
ろ
・
間
公
Ｂ
ｔ
・
：
宇
治
公

流
を
深
め
て
ぐ
だ
さ
い
。
ご
来

場
を
お
待
ち
し
て
い
乖
ｙ
・

　
▼
日
程
・
内
容
・
・
・
左
表
▼
と

民
館
（
宇
治
里
尻
7
1
a
⑩
2

8
0
4
）
ヘ
ズ
宇
治
公
民
館
）

こ
ろ
・
問
監
Ｂ
せ
・
：
小
倉
公

民
館
（
小
倉
町
寺
内
9
1
、
豊
⑩

4
6
8
7
）
べ
。
（
小
倉
公
民
館
）

＼ 月日 時　間 内　　　　　　　容

集

い

3/15
M
午前lo時
　～３時

人形劇、宇治市史のスライド、歌と踊り、ジャズダンス
子ども作法教室

〈手づくりコーナー〉つまみ絵、パッチワーク,籐工芸

展

一軍

3/27

　吻3/28
　出

午前IO時
　～４時

日本画、油絵、水彩画、水墨画、版画、児童画、書、
パッチワークiはり絵.つまみ画、刺しゅう、工作、
編物、ロープ人形,籐工芸、各種手芸品、園芸、短歌、
俳句など3/29

　(H)

午前10時
~3時半

模

擬

店

○コーヒー又は紅茶と手づくりケーキ150円(15日､午前10時半-3時)

○コーヒーとクッキー　　　　　　100円(27日､～29日午前lo時半~3時)

○カレー　　　　　　　　　　　　250円(15日.午前11時~2時)

○お茶と和菓子　　　　　　　　　200円(29日､午前10時半～３時)

○五目ずし　　　　　　　　　　　250円(29日、午前11時~2時)

○小物販売　　　　　　　　　　　20円(15日､午前10時~ 3時)

698

ミュージカル映画「アニー」

宇
治
市
史
の
窓

第6回小倉公民館3月15・27日～29日　　第2回宇治公民館3月1日・6日

～8日

公民館まつり



1987年（昭和62年）３月１日発行　第766号宇治市政だより

市営茶室　対鳳庵

３月１日オープン

　
バ
イ
ク
や
軽
自
動
車
の
税
金

は
、
毎
年
四
月
一
日
現
在
で
の

所
有
次
た
は
使
用
登
録
者
に
課

税
さ
れ
ま
す
。

　
住
所
変
更
や
、
他
人
へ
の
譲

渡
、
あ
る
い
は
盗
難
に
恣
っ
て

現
在
所
有
し
て
い
な
い
場
合
は
、

三
月
末
ま
で
に
申
告
の
手
続
き

か
将
っ
で
Ｉ
だ
さ
い
。
手
続
き

を
業
者
な
ど
に
依
頼
し
た
場
合

は
、
申
告
が
済
ん
で
い
る
か
ど

’
２
　
ぶ
ず
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
三
月
一
日
か
ら
市
営
茶
室
「
対

鳳
庵
」
が
開
席
し
禾
す
。

　
本
場
の
宇
治
茶
を
Ｍ
軽
に
味
わ

っ
て
い
た
だ
こ
.
f
ｖ
ｏ
'
対
鳳
庵
を

設
け
て
三
十
年
。
全
国
的
に
も
め

ず
ら
１
　
Ｉ
、
高
級
茶
と
観
光
の
町

宇
治
に
ふ
さ
わ
し
い
新
名
所
と
な

っ
て
い
ま
ず
。

　
こ
れ
か
ら
の
季
節
、
宇
治
川
辺

轡ドＸ
　
申
告
手
続
き
は

　
　
　
次
の
要
領
で

　
手
続
き
の
要
領
は
次
の
と
お

り
で
す
。

　
▼
新
規
登
録
・
転
入
・
市
外

在
住
」
者
か
ら
譲
り
受
け
た
場
合

・
：
販
売
確
認
書
ま
た
は
旧
登
録

地
の
廃
車
証
明
と
印
鑑
。

　
▼
廃
車
・
転
出
・
市
外
在
住

者
へ
譲
渡
し
た
場
合
・
・
・
ナ
ン
バ

ー
プ
レ
ー
ト
と
印
鑑
。

　
▼
市
内
在
住
者
間
で
譲
渡
し

た
場
合
・
：
相
手
方
の
印
鑑
ま
た
’

は
譲
渡
証
明
と
本
人
の
印
鑑
。

　
▼
申
告
手
続
き
先
・
・
・
原
動
機

り
散
策
の
折
に
は
、
ぜ
ひ
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
い
。

▽
開
席
期
間
と
時
間
・
・
・
３
月
１
日

　
～
Ｈ
月
3
0
日
、
午
前
1
0
時
～
午

　
後
４
時
。

▽
料
金
…
抹
茶
・
煎
（
せ
ん
）
茶

　
い
ず
れ
も
三
百
五
十
円
（
お
菓

　
子
付
き
）
。

▽
所
在
地
…
宇
治
塔
川
１
の
５
、

　
観
光
セ
ン
タ
ー
隣
（
上
図
）
。

▽
問
い
合
わ
せ
・
・
・
観
光
セ
ン
タ
ー

　
　
（
容
⑩
3
3
3
4
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
（
商
工
観
光
課
）

木幡河原

　吉田　直晃･朋晃ちゃん(右から)

　　　　　S6I. 2. 3①

　何をするにもいつも一緒。お母さ

んも時々間違えてしまいます。

　　この欄に掲載するお子さん(61

　年３月生まれ)を募集しています。

　広報課へご連絡ください。

一制度改正されましたー

児
童
手
当
の
申
請

3
月
3
1
日
ま
で
に

　
六
十
二
年
度
の
対
象
者
は
次
の

と
お
り
で
す
。

　
六
十
二
年
四
月
一
日
現
在
で
、

満
四
歳
未
満
（
5
8
年
４
月
２
日
以

降
生
次
れ
）
の
児
童
を
含
む
、
二

人
以
上
の
場
景
複
育
し
て
い
る

人
（
三
人
目
か
受
給
中
1
5
3
年

４
月
１
日
以
前
に
生
書
れ
た
児
童

は
、
6
2
年
３
月
3
1
日
か
石
っ
て
対

象
外
）
。
な
お
、
六
十
年
中
の
収
入

が
一
定
額
以
上
の
人
は
受
給
出
来

ま
せ
ん
。

　
支
給
額
（
月
額
）
は
、

の
児
童
＝
二
千
五
百
円
、

以
降
の
児
童
＝
五
千
円
。

ｚ
人
目

―
人
目

　
申
請
は
、
三
月
三
十
一
日
ま
で

に
印
鑑
夕
痔
っ
て
福
祉
課
へ
。
保

護
者
の
銀
行
口
座
番
号
も
お
忘
れ

な
く
。
な
お
、
五
十
八
年
四
月
二

日
以
降
に
三
人
目
を
出
生
し
、
既

に
申
請
済
の
人
や
受
給
し
て
い
る

人
は
申
請
は
不
要
で
す
。
詳
し
ぐ

は
、
福
祉
課
（
豊
⑩
3
1
4
1
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
福
祉
課
）

聴
覚
言
語
障
害
者
▼
持
ち
物
・
：
上

靴
、
運
動
の
出
来
る
服
装
▼
申
し

込
み
・
：
社
会
教
育
課
（
豊
⑩
3
1

4
1
）
へ
。
　
　
（
社
会
教
育
課
）

　
市
民
歩
こ
う
会

　
▼
と
き
・
・
・
３
月
８
日
間
、
午
前

８
時
半
、
国
鉄
宇
治
駅
前
集
合
（
雨

天
の
場
合
は
３
月
1
5
日
間
）
▼
コ

ー
ス
…
国
鉄
宇
治
駅
↓
棚
倉
駅
↓

神
菓
了
海
住
山
寺
↓
加
茂
駅
↓

宇
治
駅
の
約
1
3
J
▼
準
回
Ｔ
弁

当
、
水
筒
、
雨
具
な
ど
。
交
通
費

は
各
自
負
担
▼
問
公
昌
せ
・
：
木

―
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
一
‘
！
！
ｆ
！
！
！
！
！
Ｉ

語
障
害
者
▼
持
ち
物
・
：
上
・
ほ
親
や
保
護
者
▼
参
加
費
・
：
無
料
一
後
６
時
～
８
時
半
▼
と
こ
ろ
・
・
・
城

村
長
次
さ
ん
(
≪
＠
3
6
3
3
）

へ
。
　
　
　
　
（
市
民
体
育
課
）

　
お
は
な
し
会

　
▼
と
き
・
・
・
３
月
Ｈ
日
團
、
午
後

３
時
Ｆ
３
時
半
▼
と
こ
ろ
…
小
倉

公
民
館
保
育
室
▼
内
容
・
：
お
は
な

し
、
読
み
聞
か
せ
、
紙
芝
居
▼
対

象
・
・
・
幼
児
、
小
学
校
低
学
年
児
童
、

人
▼
参
加
費
・
・
・
車
い
す
利
用
者
―

八
百
円
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
上
一
百

円
（
交
通
費
、
入
場
料
、
昼
食
代

を
含
む
）
▼
申
し
込
み
・
問
い
合

わ
せ
・
：
３
月
1
0
日
叫
ま
で
に
社
会

福
祉
協
議
会
（
豊
⑩
。
5
6
5
4
）
へ
。

　
な
お
、
自
宅
か
岳
－
合
福
祉
会

館
ま
で
の
往
復
に
送
迎
が
必
要
な

車
い
す
の
利
用
者
に
は
、
送
迎
を

行
い
未
丁
。
ま
た
、
映
画
村
内
に

は
、
障
害
者
用
ト
イ
レ
が
二
ヵ
所

あ
り
未
了
。
（
社
会
福
祉
協
議
必
一
）

▼
主
催
・
問
い
合
わ
せ
・
：
中
央
図

書
館
サ
ー
ク
ル
「
絵
本
の
命
代

表
、
後
藤
礼
子
さ
ん
（
豊
⑩
8
9

9
1
）
へ
。
　
（
中
央
図
書
館
）

　
交
通
事
故
相
談

　
専
門
の
相
談
員
が
親
身
一
に
な
っ

て
相
談
に
応
じ
ま
す
。
費
用
は
無

料
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
▼
と
き
・
：
第
２
・
―
土
曜
日
を

除
く
毎
日
、
午
前
９
時
半
ト
午
後

４
時
4
0
分
（
土
曜
日
は
正
午
ま
で
）
。

　
ま
た
、
毎
週
木
曜
日
、
午
後
一

時
か
ら
四
時
ま
で
は
、
弁
護
士
に

よ
る
相
談
も
営
け
付
け
て
い
ま
す
。

詳
に
て
は
、
京
都
自
動
車
保
険
請

求
相
談
セ
ン
タ
ー
（
Ｓ
０
７
５
帥

3
0
4
1
）
へ
お
問
監
お
せ
く

だ
さ
い
。
　
　
（
交
通
労
政
課
）

　
簿
　
記
　
講
　
座

　
▼
と
き
・
・
・
４
月
３
日
面
１
６
月

1
2
日
面
の
毎
週
火
・
金
曜
日
で
2
1

回
（
５
月
６
日
だ
け
水
曜
日
）
、
午

後
６
時
半
１
９
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
城

南
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
▼
内

容
・
・
・
商
業
簿
記
（
３
級
検
定
を
目

指
し
、
基
礎
理
論
か
ら
決
算
ま
で
）

▼
定
員
・
：
5
0
人
（
先
着
順
）
▼
受
講

料
・
：
五
千
円
（
別
に
教
材
費
千
五

百
円
程
度
必
要
）
▼
申
し
込
み
・

問
い
合
わ
せ
・
：
３
月
2
0
日
面
ま
で

に
城
南
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

　
（
容
前
0
6
8
8
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
（
交
通
労
政
課
）

　
宅
地
建
物
取
引
主
任

　
受
験
講
座

　
▼
と
き
・
：
４
月
3
0
日
㈲
～
７
月

3
0
日
の
毎
週
木
曜
日
で
1
4
回
、
午

南
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
▼
内

容
・
・
・
宅
地
建
物
取
引
主
任
者
の
資

格
取
得
の
た
め
の
学
習
▼
定
員
・
：

5
0
人
（
先
着
順
）
▼
受
講
料
・
：
五

千
円
（
別
に
教
科
書
四
エ
〈
百
円

が
必
要
）
▼
申
し
込
み
・
問
い
合

わ
せ
・
：
４
月
1
0
日
胞
ま
で
に
城
南

地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
（
容
㈲

0
6
8
8
）
へ
。
（
交
通
労
政
課
）

　
技
能
開
発
セ
ン
タ
ー

　
コ
ー
ス
ガ
イ
ド
を
配
布

　
京
都
技
能
開
発
セ
ン
タ
ー
で
は
、

企
業
な
ど
で
働
く
人
の
た
め
に
技

能
向
上
訓
練
（
機
械
、
溶
接
板
金
、

電
気
、
自
動
車
・
車
両
、
塗
装
技

術
、
プ
ラ
ス
チ
″
ク
、
ビ
ル
管
理
、

社
員
教
育
・
事
務
）
衆
汀
っ
て
い

車
ｙ
。
昭
和
六
十
二
年
度
の
コ
ー

ス
ガ
イ
ド
が
出
来
ま
し
た
。
ご
希

望
の
人
は
、
お
申
し
込
み
曳

　
▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
・
・
・

京
都
技
能
開
発
セ
ン
タ
ー
開
発
援

助
課
（
〒
6
1
7
長
岡
京
市
友
岡
１
丁

目
２
番
１
号
・
き
0
7
5
9
5
1
7
3

9
2
）
へ
。
　
（
交
通
労
政
課
）

　
簡
易
保
険
・
郵
便
年
金

　
　
　
新
加
入
運
動

　
郵
政
省
で
は
、
三
月
三
十
一
日

・
ま
で
「
明
る
い
暮
ら
し
の
設
計
。

簡
易
保
険
・
郵
便
年
金
新
加
入
運

動
」
夕
展
開
し
て
い
｀
子
。
簡
易

保
険
・
郵
便
年
金
の
積
立
金
は
、

学
校
・
住
宅
・
道
路
の
建
設
な
ど

豊
か
で
住
み
よ
い
社
会
づ
く
り
に

役
立
っ
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ

ん
に
も
ご
理
解
い
た
だ
き
、
併
せ

て
今
後
の
生
活
設
計
に
お
役
立
て

く
だ
さ
い
。
　
（
宇
治
郵
便
局
）

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘

れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
期
限
ま

で
に
納
め
て
い
な
け
れ
ば
、
万

一
事
故
な
ど
で
障
害
者
に
な
っ

た
時
で
も
、
年
金
舎
支
給
出
来

な
い
握
昂
あ
り
ま
す
。

　
更
に
そ
の
ま
ま
吊
忍
－
れ
て

い
る
と
、
老
後
に
受
け
る
年
金

の
額
が
少
な
く
な
っ
た
り
、
期

間
不
足
で
受
給
出
来
な
ぐ
な
っ

た
り
し
ま
す
。
ご
注
意
欠

　
な
お
、
所
得
が
無
い
時
や
保

険
料
か
納
め
る
の
が
困
難
（
基

準
が
あ
り
求
ｙ
）
と
認
め
β
れ

る
人
に
は
、
国
民
年
金
の
保
険

料
が
免
除
さ
れ
る
制
服
が
あ
り

　
歯
の
健
康
教
室

　
歯
の
大
切
さ
夕
學
び
、
再
認

識
し
ま
し
ょ
う
。
お
誘
い
合
わ

せ
で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　
▼
と
き
・
・
・
３
月
４
日
困
、
午

後
１
時
午
ト
４
時
▼
と
こ
ろ
…

市
保
健
医
療
セ
ン
タ
ー
▼
内
容

・
：
○
講
演
「
歯
の
老
化
と
歯
槽

膿
漏
（
Ｌ
そ
う
の
う
う
っ
）
の

手
当
て
」
「
正
し
い
歯
の
磨
き

方
」
○
歯
の
相
談
▼
講
師
…
歯

科
医
師
、
森
居
研
治
さ
ん
・
歯

ま
す
。
保
険
年
金
課
ま
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　
資
格
喪
失
届
も
忘
れ
ず
に

　
国
民
年
金
に
加
入
中
の
人
が
、

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
の
年
金

な
ど
に
加
入
し
た
時
は
、
国
民

年
金
の
喪
失
届
が
必
要
で
す
。

　
手
続
き
に
は
、
年
金
手
帳
と

印
鑑
が
必
要
で
す
。
ま
た
。
厚

生
年
金
な
ど
へ
の
加
入
日
を
確

認
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
◇

　
社
会
保
険
相
談
所

　
三
月
の
相
談
日
程
は
次
の
と

お
り
で
す
。

　
▼
と
き
・
と
こ
ろ
・
：
３
月
2
3

日
囲
９
小
倉
公
民
館
、
３
月
2
7

日
吻
＝
広
野
公
民
館
、
い
ず
れ

も
午
後
１
時
～
４
時
。

　
年
金
や
健
康
保
険
な
ど
は
、

市
民
に
と
っ
て
身
近
な
社
会
保

険
制
度
で
す
。
そ
の
仕
組
み
な

ど
に
つ
い
て
、
毎
月
定
例
的
に

市
内
の
公
民
館
で
相
談
所
を
開

設
し
て
い
４
　
ず
。
当
日
は
、
社

会
保
険
相
談
専
門
員
が
相
談
に

応
じ
ま
す
。
お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。
　
（
国
民
年
金
課
）

科
衛
生
士
、
岡
本
章
子
さ
ん
▼

申
し
込
み
・
・
・
保
健
予
防
課
へ
電

話
で
。

　
　
婦
人
健
康
講
座

　
体
の
徴
妙
な
変
化
に
対
し
て

ど
の
様
に
対
処
し
た
ら
よ
い
勘

若
い
時
か
ら
健
康
。
つ
く
り
か
湾

え
、
健
や
か
な
老
後
に
備
え
ま

し
ょ
う
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
ぐ
だ

さ
い
。

　
▼
と
き
・
・
・
３
月
3
1
日
叫
、
午

後
１
時
半
ト
３
時
半
▼
と
こ
ろ

…
市
保
健
医
療
セ
ン
タ
ー
（
市

役
所
向
か
い
側
）
▼
テ
ー
マ
・

講
師
・
・
・
「
体
の
変
化
と
ス
ト
レ

ス
」
府
児
童
福
祉
審
議
会
委
員

松
本
文
絵
さ
ん
▼
申
し
込
み
…

保
健
予
防
課
へ
電
話
で
。

　
　
　
　
　
（
保
健
予
防
課
）

699

お
知
ら
せ

　
育
成
学
級

　
ア
ル
バ
イ
ト
を
募
集

　
教
育
委
員
会
で
は
、
留
守
家
庭

児
童
育
成
事
業
の
ア
ル
バ
イ
ト
指

導
員
か
双
葉
し
ま
す
。

　
ｙ
応
募
資
格
・
：
昭
和
2
2
年
４
月

２
日
以
降
に
出
生
の
女
子
。
市
内

在
住
で
高
校
卒
業
程
度
の
学
力
を

有
し
、
健
康
で
児
童
の
育
成
に
熱

意
の
あ
る
人
▼
採
用
：
応
募
者
を

登
録
者
名
簿
（
有
効
期
限
六
十
三

年
三
月
三
十
一
日
）
に
登
載
し
、

欠
員
が
生
じ
た
時
必
要
に
応
じ
て

付
自
転
車
（
一
二
五
に
以
下
の

バ
イ
ク
）
は
市
役
所
市
民
税
課

（
豊
⑩
3
1
4
1
）
へ
。
軽
自
動

車
と
二
輪
の
小
型
自
動
車
は
軽

自
動
車
協
会
（
豊
０
７
５
剛
6

5
1
6
）
ま
た
は
京
都
陸
運
支

局
（
ａ
０
７
５
剛
9
7
6
1
）

へ
。

バ
イ
ク
廃
車
申
告
は
３
月
中
に

選
考
・
決
定
し
ま
す
▼
申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ
・
：
３
月
２
日
１
６

日
ま
で
に
社
会
教
育
課
（
酋
⑩
3

1
4
1
）
へ
。
（
社
会
教
育
課
）

　
市
議
会
議
員
一
般
選
挙

　
立
候
袖
予
定
者
の
説
明
会

　
昭
和
六
十
二
年
四
月
二
土
八
日

に
執
行
予
定
の
、
宇
治
市
議
会
議

員
一
般
選
挙
の
立
候
補
予
定
者
に

対
す
る
説
明
会
を
開
き
ま
す
。

　
▼
と
き
・
：
３
月
2
4
日
叫
、
午
後

１
時
半
か
ら
▼
と
こ
ろ
・
・
・
市
役
所

議
会
棟
第
３
委
員
会
室
▼
内
容
・
：

立
侯
補
者
届
け
出
手
続
き
、
選
挙

運
動
な
ど
に
つ
い
て
▼
参
集
範
囲

・
・
・
立
候
補
予
定
者
ま
た
は
代
理
人

C
M
-
ﾊ
以
内
。
（
選
挙
管
理
委
員
会
）

　
市
・
府
民
税

　
申
告
は
３
月
１
６
日
ま
で

　
市
・
府
民
税
の
申
告
期
限
は
、

三
月
土
（
日
側
で
す
。

　
申
告
は
、
も
ラ
お
済
み
で
し

ょ
シ
か
。
期
限
間
近
に
な
る
と

窓
口
が
混
雑
し
、
長
い
時
間
待

っ
て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
出
来

る
だ
け
早
め
に
、
申
告
夕
誹
ま

せ
ま
し
ょ
う
。
　
（
市
民
税
課
）

　
ボ
ウ
リ
ン
グ
の
集
い

　
▼
と
き
・
：
３
月
1
5
日
面
、
午
後

１
時
～
３
時
半
▼
と
こ
ろ
…
小
倉

松
園
ボ
ウ
ル
▼
対
象
・
：
市
内
に
在

住
か
勤
務
す
る
心
身
障
害
者
で
、

義
務
教
育
か
終
了
し
養
護
学
校
へ

通
学
中
で
な
い
人
▼
定
員
・
：
2
0
人

▼
参
加
費
土
（
百
円
（
一
人
２
ゲ

ー
ム
）
▼
申
し
込
み
・
：
社
会
教
育

課
（
豊
⑩
3
1
4
1
）
へ
。

　
な
お
、
介
護
を
要
す
る
人
は
、

保
護
者
の
同
伴
を
お
願
い
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
社
会
教
育
課
）

　
ろ
う
あ
婦
人
の
体
操
教
室

　
▼
と
き
・
・
・
３
月
2
1
日
前
、
午
後

１
時
半
ｙ
３
時
半
▼
と
こ
ろ
・
・
・
木

幡
公
民
館
▼
内
容
・
・
・
３
Ｂ
体
操
▼

講
師
…
ス
キ
・
Ｉ
・
ツ
振
興
審
議
会
、

堀
井
洋
子
さ
ん
▼
対
象
・
・
・
市
内
の

　
車
い
す
夕
莉
用
し
て
い
る
人
を

対
象
に
、
映
田
村
へ
の
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
を
行
い
未
了
。
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
当
日
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
人
も
併
せ
て
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
▼
と
き
…
３
月
2
9
日
間
、
午
前

1
0
時
集
合
、
午
後
５
時
解
散
（
い

ず
れ
も
総
合
福
祉
会
館
前
で
）
▼

行
き
先
…
東
映
太
秦
（
ラ
ず
ま
さ
）

映
画
村
▼
対
象
・
・
・
車
い
す
か
莉
用

し
て
い
今
人
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

　市・府民税

　廃車申告

　問い合わせ

児童手当の申請

3月31日までに

納めわすれていませんか
国民保険料

税のお知らせ

　
保
健
の

　
知
ら
せ

健
保
予
防
課

電
話
（
2
2

）
3
1
4
1

）

児童手当の申請3

月31日までに

児
童
童
児
デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス

　
「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
」
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
映
画
村
へ



　　　⊂二Ｆ二二面‾ )

●5日(宇治市役所＝10時～正午, 13時～15

　時半)､17日(日本ジフィー食品〈株〉= 10時

　～正午、三和研磨工業〈株〉=13時半～15時

　半)､25日(上羽商事〈株〉南支店=10時～正

　午、宇治病院=13時半～15時半)、31日(棋

　島保育所前= 10時～正午, 13時～15時半)。

　　飼えなくなった犬･猫の引きliJり

●10B(木幡公民分館10時40分発、小倉公民

　館10時50分発、旦椋公会堂11時10分発、宇

　治保健｡所11時半着)｡その他､毎週月曜日(午

　前９時～10時半)宇治保健所で実施。

　　　こ二鯛躇冗石こ⊃

●青少年相談(26日、市民会館13時～16時)。

●京都府交通事故相談(4日, 18日、京都府

　宇治地方振興局e⑩2049, 9時～16時)。

　交通事故の法律問題、示談のしかた、賠障

額の算定、訴訟や調定のしかた、自賠責保

険の利用のしかたなど、お気軽にご相談く

ださい。相談は無料、秘密は厳守。

♂●●●●

　社会福祉協議会の法律(定貝lO人）・年

金・結婚・心配ごとなどの相談日程や、

行政■人権・消費生活・精神薄弱者相談

の日程は、61年度版「市民カレンダーと

手びき」に掲載。ご利用ください。

　このほか、市政相談と一般生活相談は

市役所市民相談室で、消費苦情相談は商

工観光課で、教育相談は教育委貝会で、

日曜日を除く毎日受け付け。家庭児童相

談は月～金曜日の10時~16時に総合福祉

会館3階の家庭児童相談室（a⑩8698）

で。高齢者職業相談（無料）は毎週火・

金曜日の９時～16時に総合福祉会館２階

の老人福祉センター(n(g)5652）で。

の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、

に
な
じ
み
が
深
い
。

：

● ･ ･ - - ･ ･

私
た
ち

に
満
ち
た
季
節
で
あ
る
。
こ
の

時
期
、
長
い
間
学
窓
に
あ
っ
た

若
人
が
社
会
へ
と
羽
ば
た
く
。

節
目
を
つ
け
な
が
ら
天
空
高
く

延
び
る
竹
は
、
古
来
よ
り
成
長

・－・－・－－－－●－－
一 － 一 一 － ・ － ・ － － ・ ・ ・ － ・

が
営
み
を
取
り
戻
す
夢
と
希
？

今
日
か
ら
春
Ｅ
月
‐
。
自
然

700

保
健
・
衛
生
・
相
談
・
移
動
図
書
館
（
３
月
分
）

ｶﾒﾗﾙﾎ

ﾟ

ポ
ル
ラ
メ
カ
ら
め
か
見
つ
め
て
欲
し
い
ナ

　
ボ
ク
の
成
長

３月の燃えないゴミ・し尿収集日程表

臨えないゴミ（市役所清掃事務所電話22－3141） し尿（城南衛生管理組合電話075－631－5171）

タケノコ

し尿収集の届け出を

移
動
図
書
館

そ
よ
か
ぜ
号
巡
回
日
程
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